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矢櫃地区について



現在地

矢櫃地区（有田市宮崎町）









１．事業の背景と目的



①人口・世帯

1990年 630人 ※女ノ浦地区含む

（1990年国勢調査）

（住民基本台帳）

2016年 263人 ※女ノ浦地区含む

（内矢櫃のみ 175人）



②高齢化率

・矢櫃地区 48％（2016年）

・有田市全体 30.3%（2015年）

住民基本台帳



③空き家率

・矢櫃地区 約44％（実地調査による推計）

・有田市全体 約10％（実地調査による推計）

2015年 空き家調査



市内でも突出した高齢化率および空き家率

⇒コミュニティ機能の低下による生活困難

課題

有田市の20年・30年後の姿

市の課題が最も先行している地域



矢櫃地区の特性①

急峻な坂道車が入らない狭隘な道





矢櫃地区の特性②

海に面した自然豊かな風光明媚なまち







のろし場ハイキングコース



宮崎の鼻



矢櫃地区の特性③

写真：「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選」
公益財団法人全国漁港漁場協会

紀州初代藩主：徳川頼宣ゆかりの地



矢櫃地区伝統行事
「お日待ち」



目的

自然（海）

歴史

空き家

坂道・狭隘

滞在場所

非日常感

地区の特性、風光明媚な景観や

空き家を活用し、人のにぎわいを創出



２．平成28年度の取り組み



①和歌山大学との住民ヒアリング



▽目的

・矢櫃地区の現状把握

・地区住民との関係づくり



▽実施日
（1回目）平成28年8月21日 （最高気温37℃）

（2回目）平成28年9月11日 （最高気温32℃）

▽対象世帯：69世帯（H28.7.17現在 矢櫃地区自治会加入全世帯）

▽回答世帯：53世帯

▽聞き取り項目：矢櫃に住むことに
なったきっかけ、矢櫃での暮らしで
大変なこと、良いところ、人が外か
ら来ることについてどう思うか…な
ど



チラシ（和歌山大学作成）

聞き取りのようす

▽１軒１軒を訪問



ヒアリング結果（抜粋）











平成28年10月28日
和歌山大学 成果発表会











②空き家を１軒改修





改修前
（平成28年6月撮影）

外観



１階



２階



大学生の協力により図面おこしからスタート

測量のようす



H29.2.24・H29.2.25 『DIY体験 ㏌ 有田』



【協力】
特定非営利活動法人
空き家コンシェルジュ様

内壁塗装 DIY体験

【参加者数】

1日目：５名

2日目：９名







外観

改修後
（平成29年4月撮影）



１階





２階



③伝統行事の復活



矢櫃地区伝統行事『お日待ち』

・有田市指定無形文化財（H14.8.21認定）

・矢櫃地区を開拓した徳川頼宣の法要を毎年１月
第２日曜日に徳川家菩提寺の海南市下津町の長保
寺ご住所さまにより矢櫃満70歳以上の方々に参列
して頂き、その法要を営む。
自治会および婦人会、老人会の役員が主体となる
地区全体の行事。

◇裸参り

お日待ちの日の早朝に矢櫃地区の青年たちが朝早
くから海中に入って心身を清め、頼宣公を奉って
いる南龍神社に参詣する伝統的な催し。

しかし、若手世代の減少などにより約３０年間途
絶えていた。



住民ヒアリングにて

『お日待ちの裸参りが復活することについてどう思いますか？』





意見（一部抜粋）



２０１７年１月８日（日）

お日待ち 裸参り実施

有田市広報誌（2017年1月号）



矢櫃地区出身者の方も参加





読売新聞（和歌山欄）掲載 【H29.1.9 朝刊】



３．今後の取り組みについて



①有田市移住交流施設『くらしちゃる矢櫃』の活用



有田市移住交流施設『くらしちゃる矢櫃』

クラシカル
（古典的な）

クラシック
（格式高い）

くらしちゃ－る
（暮らしている）

【方言】

く
ら
し
ち
ゃ
る
矢
櫃



１．お試し居住（くらし体験）の受入

２．移住、空き家情報等の発信

３．市内外向けの催し

有田市移住交流施設『くらしちゃる矢櫃』で主に取り組むこと



１．お試し居住（くらし体験）の受入整備

月～金 土・日



２．空き家・移住情報等の発信

住まい

しごと

くらし

体験

人

催し



３．市内外向けの催し

・まずは足を運んでもらう機会をつくりたい

・人と人がつながる機会をつくりたい

⇒そのことによって生み出される新しい可
能性をつくりたい

▽ねらい



②協議会等のたちあげについて



・当プロジェクトに関する協議会等をたちあげ、主体的かつ
長期的に行っていく体制を整える。



最後に

前述したとおり、矢櫃地区は有田市の中でも高齢化・空き家が最も
進行しています。

しかしながら、２０年、３０年後には市内の他地域においても同様
の課題が表れてくることが考えられます。

他地域においても、今回の矢櫃地区での取り組みをモデルとしてい
きたいと考えています。



矢櫃地区 他地域



ご清聴ありがとうございました。


